
平成２６年 ８月２２日発行 

２ 

平成２６年度厚真町小学生英語発表会・胆振中学生英語暗唱大会

予選会（町英語教育推進委員会主催）が８月５日、厚真町総合ケアセ

ンターゆくりで行われました。小学生の部では、英語での自己紹介や歌

（Let it go ～アナと雪の女王テーマ～）などの発表がありました。 

７月２１日に厚真町文化協会主催による第２２回カルチャーバスが開催さ

れ、７２人が参加しました。例年、祝日の海の日に開催されているカルチャー

バスですが、今年は中札内・帯広方面へ向かいました。 

中札内では六花の森・中札内美術村を見学して回り、色とりどりに咲く花や、

絵画などの芸術に親しみました。また、帯広では緑ヶ丘公園内にある道立美

術館や百年記念館、帯広美術館などの施設を自由行動しました。参加者から

は「六花の森では、包装紙に描かれている花を実際に見ることができてよかっ

た」などの感想があり、思い思いに遠出を楽しんでいました。 

８月２日に旭川市大雪クリスタルホールで開催された「北海道英語教育セミ

ナーin Asahikawa」にて、厚真中の道源由加里先生が「小中の連携を重視した

英語教育」と題して、本町の英語教育推進の共同研究者である北海道科学大

学秋山敏晴教授とともに実践発表しました。 

 秋山教授からは英語教育における小中連携の視点と意義、そして厚真町での

実践の中で充実した連携取組が行われていることが紹介されました。 

 道源先生からは本町の小学校からの英語教育の積み上げ、特に小学校のプ

ロジェクト発表と中学校の厚真ＰＲ活動へのつながり、そしてアメリカの日本語学

校との交流へ発展している厚真町の夢ある英語教育の実践が報告されました。 

子ども達の夏休み期間を利用した教員の学び「あつま教師力アップ研修会」が

８月１日、厚真町総合福祉センターで行われました。 

この研修会は、子どもたちの確かな学力などを育成するために、教師の学習指

導や学級経営等についての資質・能力の向上を図ろうと教育委員会が平成２２

年度から毎年行っているもので、今年度２回目です。研修会では、国立教育政

策研究所初等中等教育研究部山森光陽総括研究官による、「よりよい学習者を

どのように育むか」をテーマにした講演が行われ、その後ワークショップ形式で参

加した教員約５０人が授業技術を学んでいました。 

 

中学生の部では、英語による暗唱の成果が披露され、審査の結果、

第１位に大塚栞那さん（厚真中２年）、第２位に佐々木鈴花さん（厚南

中３年）、第３位に佐藤睦美さん（厚南中３年）が選ばれました。この上

位３人は、今年１０月に登別市で開催される胆振大会に出場することに

なっています。 

「ＮＨＫジュニアスポーツ教室」が厚真町で開催されます。今回はバドミントンをテーマに、

元オリンピック日本代表選手の陣内貴美子さんを迎え、地元のバドミントン活動を行っている

小・中学生に直接指導を行います。観覧は無料ですので、ぜひ応援にご来場ください。 

と  き  ９月１４日（日）  午後１時～ 

と こ ろ  スポーツセンター 

主 催  厚真町、厚真町教育委員会、ＮＨＫ室蘭放送局 

問合せ  教育委員会社会教育グループ 0145-27-2495 

 


